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令
和
六
年
度
よ
り
、
西
多
摩
建
設
業
協
会
で
は

新
た
に
三
名
の
方
が
、
新
任
理
事
と
し
て
就
任
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
本
紙
面
に
て
就
任
の
挨
拶
を

掲
載
い
た
し
ま
す
。
（
今
月
は
二
名
の
方
を
掲
載

し
ま
す
。
） 

新
理
事 

就
任
ご
挨
拶 

株
式
会
社 

最
上
建
工 

木
村 

亮
次 

 

 

こ
の
度
、
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
新
理
事
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
、
株
式
会
社
最
上
建
工
常
務
取

締
役
の
木
村
亮
次
と
申
し
ま
す
。 

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
々
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
人
手

不
足
、
働
き
方
改
革
と
切
実
か
つ
現
実
的
な
諸
問

題
と
格
闘
す
る
毎
日
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当

社
も
こ
れ
ら
の
対
策
に
社
を
挙
げ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
と
、
ま
ず
は
「
や
っ
て
み
よ
う
！
」
の

取
組
み
で
本
年
五
月
よ
り
週
休
二
日
制
に
舵
を

切
り
ま
し
た
。
工
期
や
現
場
で
の
諸
事
情
も
承
知

の
上
、
労
務
事
情
も
考
え
な
が
ら
も
ま
ず
は
動
き

出
し
て
み
ま
し
た
。
働
き
方
改
革
を
前
向
き
に
捉

え
、
若
手
の
入
職
の
き
っ
か
け
や
新
卒
採
用
の
プ

ラ
ス
材
料
と
な
れ
ば
と
願
い
つ
つ
日
々
奮
闘
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
西
多
摩
地
区
の
建
設

業
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
若
者
を
、
育
成
す
る
使

命
感
を
も
っ
て
本
気
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地

域
社
会
貢
献
、
災
害
復
旧
の
担
い
手
と
し
て
な
く

て
な
ら
な
い
建
設
業
を
、
こ
の
西
多
摩
建
設
業
協

会
の
諸
活
動
を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
と
共
に
成

長
・
発
展
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
理
事 

就
任
ご
挨
拶 

株
式
会
社 

高
木
造
園 

高
木 

久
隆 

 

 

こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会

令
和
六
年
度
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
新
理
事

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
株
式
会
社
高
木
造
園
の
高

木
久
隆
と
申
し
ま
す
。 

弊
社
は
、
あ
き
る
野
市
で
造
園
・
土
木
工
事
、

日
の
出
町
で
廃
棄
物
処
分
業
（
木
く
ず
）
を
営
ん

で
お
り
ま
す
。 

西
多
摩
の
建
設
会
社
の
皆
様
に
は
以
前
よ
り

仕
事
を
通
じ
て
、
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
な
か
、
西
建
協
へ
の
入
会
の
お
誘
い
が
あ
り
、

平
成
二
十
八
年
よ
り
西
建
協
に
入
会
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

入
会
後
は
、
協
会
事
業
の
色
々
な
講
習
会
、
研

修
会
等
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
で
自
社
の

こ
と
だ
け
で
な
く
地
元
西
多
摩
の
建
設
業
の
あ

り
か
た
、
今
後
の
課
題
等
に
つ
い
て
も
た
い
へ
ん

勉
強
に
な
り
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
年
は
年
明
け
早
々
に
石
川
県
能
登
半
島
で

大
き
な
地
震
、
羽
田
空
港
で
は
航
空
機
事
故
と
た

い
へ
ん
大
き
な
災
害
、
事
故
が
あ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
更
に
夏
に
は
、
石
川
県
で
は
、

集
中
豪
雨
に
よ
り
土
砂
災
害
等
で
尊
い
命
を
失

っ
た
か
た
も
お
り
ま
す
。
続
発
す
る
災
害
に
被
災

さ
れ
、
事
故
に
あ
わ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

私
た
ち
は
、
西
多
摩
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に

関
わ
る
仕
事
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
災
害
は
い

つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
際

は
復
旧
、
復
興
で
出
動
す
る
立
場
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
頭
の
中
に

意
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

西
建
協
で
は
毎
年
９
月
に
災
害
発
生
時
に
お

け
る
対
応
、
処
置
を
し
っ
か
り
と
し
た
組
織
連
絡 

網
の
も
と
初
動
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
対
応
訓
練
の
積
み
重
ね
が
、
西
建
協
の
組
織
力

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

災
害
防
止
対
策
の
意
識
向
上
を
協
会
員
同
士
が

高
め
合
う
こ
と
で
、
住
み
よ
く
、
安
心
、
安
全
な
西

多
摩
地
域
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。 

結
び
に
、
歴
史
あ
る
西
建
協
の
組
織
発
展
の
た

め
、
西
多
摩
地
域
の
発
展
貢
献
に
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
六
年
度
事
業
と
し
て
東
京
都
と
の
防
災
協

定
に
よ
る
震
災
時
自
主
的
出
動
・
緊
急
巡
回
訓
練 

実
施
し
致
し
ま
し
た
の
で
本
紙
に
て
報
告
い
た
し

ま
す
。 

東
京
都
と
の
防
災
協
定
に
よ
る 

震
災
時
自
主
的
出
動
・
緊
急
巡
回
訓
練 

 

実
施
報
告 

令
和
六
年
九
月
二
日
、
道
路
啓
開
協
定
業
者
の
自

主
的
出
動
・
緊
急
巡
回
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
訓
練
は
、
協
会
年
間
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

西
多
摩
建
設
業
協
会
に
属
す
る
建
設
事
業
者
が
中

心
と
な
っ
て
、
東
京
都
と
結
ん
で
い
る
防
災
協
定
に

も
と
づ
き
、
地
震
な
ど
の
災
害
が
実
際
に
発
生
し
た

と
想
定
し
て
緊
急
道
路
啓
開
（
障
害
物
除
去
）
作
業

を
着
実
に
行
え
る
よ
う
と
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
。 訓

練
内
容
は
、
当
日
の
朝
、
八
時
に
西
多
摩
地
区

に
震
度
六
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と
想
定
し
、
発

災
後
直
ち
に
、
各
社
が
担
当
し
て
い
る
、
西
多
摩
八

市
町
村
の
主
要
幹
線
道
路
の
８
３
路
線
（
総
延
長
７

０
㎞
以
上
）
の
巡
回
、
点
検
を
行
い
、
担
当
各
社
よ

り
被
災
状
況
を
西
多
摩
建
設
業
協
会
内
に
設
置
し

た
、
災
害
対
策
本
部
ま
で
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
担
当

路
線
の
状
況
報
告
を
行
う
訓
練
と
な
り
ま
す
。
対
策

本
部
に
は
、
災
害
対
策
安
全
正
副
委
員
長
、
協
会
正

副
理
事
長
に
て
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
協
定
業

者
よ
り
寄
せ
ら
れ
る
被
災
状
況
の
報
告
を
記
録
し
、 

一
覧
表
に
ま
と
め
る
な
ど
行
い
、
各
関
係
機
関
へ
の
連
絡
や
他
業
者
と

の
連
携
を
行
う
事
を
想
定
し
て
お
り
ま
す
。
訓
練
は
、
午
前
十
時
す
ぎ

に
は
、
全
路
線
の
点
検
報
告
を
う
け
て
訓
練
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
毎

年
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
精
通
し
た
地
元
建
設
事
業
者
に

よ
る
迅
速
な
緊
急
巡
回
体
制
の
構
築
が
出
来
て
お
り
ま
す
。 

訓
練
終
了
後
に
報
告
書
を
ま
と
め
、
西
多
摩
建
設
業
協
会
正
副
理
事

長
、
正
副
災
害
対
策
安
全
委
員
長
に
て
東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
に

赴
き
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
、
副
所
長
、
担
当
部
署
課
長
へ
の
訓
練

の
報
告
を
い
た
し
ま
し
た
。
山
間
部
を
要
す
る
西
多
摩
地
域
特
有
の
事

情
、
協
会
員
に
よ
る
資
機
材
を
確
保
し
て
い
る
体
制
な
ど
、
迅
速
な
初

動
対
応
が
出
来
る
事
な
ど
を
説
明
致
し
ま
し
た
。 

近
年
の
、
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
や
想
定
さ
れ
る
首
都
直
下
型
地
震
、

富
士
山
噴
火
降
灰
な
ど
こ
の
地
域
に
想
定
さ
れ
る
災
害
に
対
し
て
、
地

域
の
安
全
を
確
保
す
る
担
い
手
と
し
て
今
後
も
よ
り
一
層
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

結
び
に
、
今
回
ご
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
協
会
員
の
皆
様
、
迅
速
な

初
動
対
応
が
出
来
る
事
出
来
ま
し
た
。
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
様
々
な
協
会
活
動
に
ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

 

右上：対策本部様子 

右下：道路巡回の様子 

 

左上：訓練終了報告 
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  ９ 月 事 業 計 画  

２日 道路啓開協定業者の自主的出動・緊急巡回訓練 

１３日 広報委員会３６２号編集 

１３日 事業委員会 

１３日 災害対策安全委員会 

１３日 総務委員会 

１７日 理事会 

２０日 建災防 西多摩分会 全国労働衛生週間説明会 

 

  １０ 月 事 業 計 画  

 

４日 事業委員会 

１０日 広報委員会３６３号編集 

１１日 災害対策安全委員会 

１１日 総務委員会 

１５日 理事会 

２０日 交流・親睦 BBQ 会場：T-ROCK-VILLAGE 

 

◇ ア と が 気 資格 

朝晩冷たい風が吹く季節となりました。皆様健やかにお

過ごしでしょうか。 

私事ではございますが、先日初めてコロナウイルスに感

染し 40℃の高熱が 3日間続き、人生の中でも経験した事の

無い辛い日々を過ごしました。幸い後遺症などは無く順調

に回復しましたが、世間では感染者の 20人に 1人の割合で

何らかの後遺症が残り苦しんでいる方がいます。皆様も電

車内や人が密集する場所での感染対策を引き続き実施して

いきましょう。季節の変わり目でございますので、くれぐ

れもご自愛ください。      ～広報委員会～ 

～お知らせ～ 

東京都 財務局より受注者負担軽減として通達が１０月１日

ありましたのでお知らせいたします。 

以下、東京都財務局のウェブサイトより引用致します。 

東京都 財務局サイト

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/do

bokuhyoujun-dekigata 

 

  

 

１ 当面の対応 

 特記仕様書に次のとおり記載することとします。 

【記載例】 

東京都土木工事標準仕様書 1.1.11 出来形数量の算出について

は、以下のとおりとする。 

(１) 一般事項 

 受注者は、出来形数量を算出するために、出来形測量を実施し

なければならない。 

(２) 出来形数量の提出 

 受注者は、出来形測量の結果を基に、設計図書に従って出来形

数量を算出し、その結果を監督員からの請求があった場合は速

やかに提示するとともに、工事完了時までに監督員に提出しな

ければならない。出来形測量の結果が、設計図書の寸法に対し、

発注者が別途定める土木工事施工管理基準を満たしていれば、

出来形数量は設計数量とする。 

 なお、設計数量とは、設計図書に示された数量及びそれを基に

算出された数量をいう。 

２ 対象工事 

 令和６年１１月１日以降に起工（決定）する土木工事は、特記

仕様書に記載します。 

令和６年１０月以前に起工した工事及び既契約工事は、今回

の対応を受注者へ周知の上、受発注者間で協議するなど、適

切に対応していきます。 

去る９月２６日、日本工学院八王子専門学校において、令和

８年３月度卒業生を対象としたオープンカンパニー説明会が

開催されました。 

西多摩建設業協会からは四社が参加しました。このオープン

カンパニーの催しは、「企業や建設業界に関する情報提供・

PR」を目的とした企業キャリア形成支援プログラムの事です。  

例年は、春先に企業説明会が開催されておりますが、年々激化

する新卒者採用に対応するための新たな試みとなります。就職

活動の前段階として我々地元建設社の事を学生の皆様に知っ

てもらえるように各社、工夫をした企業説明を行っておりまし

た。建設業界の人手不足や担い手後継者不足の問題は、ますま

す深刻となっております。少しでもこの業界に学生の皆さんが

興味を持ってもらえる機会となるようなイベントとなりまし

た。今後も、学校との連携をとり、三多摩建設業連合会を通じ

て、協会として来年以降もこのような活動を継続できるよう、

そして建設業界を支える若手世代を育てるような活動ができ

ればと思っております。（下記写真は当日の様子です。） 

～三多摩建設業連合会～ 

建築業界オープンカンパニー説明会開催報告 

  

  

 

https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/dobokuhyoujun-dekigata
https://www.zaimu.metro.tokyo.lg.jp/documents/d/zaimu/dobokuhyoujun-dekigata

